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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車の車室内に取り付けられるアシストグリップにおいて、
　長手方向の両端に形成された一対の凹部、及び、これら凹部のそれぞれの周壁における
前記長手方向で対向する部分に形成された一対の溝部を有するグリップ本体と、
　前記凹部に収容され、所定の間隔を隔てた一対の立設部と、これら立設部の両外側に突
出し、前記一対の溝部にそれぞれ挿通可能に形成された一対の回動軸を有するヒンジと、
　前記一対の溝部の一方に設けられ、この一方の溝部の終端部に前記一対の回動軸の一端
が挿入される軸受凹部と、
　前記軸受凹部に前記回動軸の一端が挿入された回転軸挿入状態から抜けるのを防止する
ストッパ部材とを備えていることを特徴とするアシストグリップ。
【請求項２】
　前記一対の溝部の、前記軸受凹部が設けてある側の一方側の溝部深さが浅く、他方側の
溝部深さが深くなっており、前記回転軸挿入状態で前記回転軸の他端側が他方の溝部内に
あることを特徴とする請求項１に記載のアシストグリップ。
【請求項３】
　前記ストッパ部材は、前記凹部の周壁と前記立設部の間に挿入される突設部がストッパ
部となり、前記ヒンジに対するカバー部と一体に形成されていることを特徴とする請求項
１に記載のアシストグリップ。
【請求項４】
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　前記ストッパ部材は、略Ｕ字形状で、前記回動軸の外周面に係合することを特徴とする
請求項３に記載のアシストグリップ。
【請求項５】
　前記回動軸は前記立設部から突出させた丸ボス形状であることを特徴とする請求項１～
４のいずれか記載のアシストグリップ。
【請求項６】
　前記一対の溝部のうち、溝部深さが深い溝部は、前記長手方向における前記一対の凹部
の同じ側に設けられていることを特徴とする請求項２に記載のアシストグリップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車の車室内に設けられ、乗員が乗り降りの際や揺れた際等に掴まるため
のアシストグリップに関し、特に着脱が容易で、かつ、確実に固定することができる技術
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アシストグリップは、乗員を容易に自動車の車室から出入りさせるために、自動車の車
室内に設けられている。アシストグリップを掴むことにより、車室に出入りする間または
座席に腰掛ける間自身を支援することが可能である。アシストグリップは、収容位置から
オープンな位置に、同様にオープンな位置から収容位置に回動する部品である。収容位置
においてアシストグリップは乗員の側の位置から脱着可能である（例えば、特許文献１参
照。）。
【０００３】
　アシストグリップは、グリップ本体の長手方向両端に凹部を設け、この凹部に車室の壁
面に取り付けられるヒンジ部材を挿入することで、組み立てられていた。ヒンジ部材には
一対の立設部が設けられ、立設部の外側に設けられた回動軸が、グリップの凹部内のさそ
い溝によりグリップ軸受凹部に挿入され、立設部の内側にダンパを設けて抜け止めとして
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－１３８８２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したアシストグリップでは、次のような問題があった。すなわち、さそい溝からグ
リップ軸受凹部にヒンジ部材の回動軸を挿入するために、立設部を撓ませる必要があり、
挿入作業が難しかった。また、撓ませるために立設部を薄く作る等、剛性が不足する虞も
あった。さらに、ダンパを設けない場合には、抜け止めのために別部品が必要になる場合
があった。
【０００６】
　そこで本発明は、グリップ本体へのヒンジ部材の挿入作業が容易であり、かつ、確実に
固定することができるアシストグリップを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決し目的を達成するために、本発明のアシストグリップは次のように構成
されている。
【０００８】
　自動車の車室内に取り付けられるアシストグリップにおいて、長手方向の両端に形成さ
れた一対の凹部、及び、これら凹部のそれぞれの周壁における前記長手方向で対向する部
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分に形成された一対の溝部を有するグリップ本体と、前記凹部に収容され、所定の間隔を
隔てた一対の立設部と、これら立設部の両外側に突出し、前記一対の溝部にそれぞれ挿通
可能に形成された一対の回動軸を有するヒンジと、前記一対の溝部の一方に設けられ、こ
の一方の溝部の終端部に前記一対の回動軸の一端が挿入される軸受凹部と、前記軸受凹部
に前記回動軸の一端が挿入された回転軸挿入状態から抜けるのを防止するストッパ部材と
を備えていることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、グリップ本体へのヒンジ部材の挿入作業が容易であり、かつ、確実に
固定することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施の形態に係るアシストグリップを示す斜視図。
【図２】同アシストグリップを示す平面図。
【図３】同アシストグリップを示す側面図。
【図４】同アシストグリップを図３におけるＡ－Ａ線で切断して矢印方向に見た断面図。
【図５】同アシストグリップを図３におけるＢ－Ｂ線で切断して矢印方向に見た断面図。
【図６】同アシストグリップを図３におけるＣ－Ｃ線で切断して矢印方向に見た断面図。
【図７】同アシストグリップの凹部における一方の溝部を示す正面図。
【図８】同アシストグリップの凹部における他方の溝部を示す正面図。
【図９】同アシストグリップの組立方法を概略的に示す斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１は本発明の一実施の形態に係るアシストグリップ１０を示す斜視図、図２は、同ア
シストグリップ１０を示す平面図は、図３は、アシストグリップ１０を示す側面図、図４
は、アシストグリップ１０を図３におけるＡ－Ａ線で切断して矢印方向に見た断面図、図
５は、アシストグリップ１０を図３におけるＢ－Ｂ線で切断して矢印方向に見た断面図、
図６は、アシストグリップ１０を図３におけるＣ－Ｃ線で切断して矢印方向に見た断面図
、図７は、アシストグリップ１０の凹部における一方の溝部を示す正面図、図８は、アシ
ストグリップ１０の凹部における他方の溝部を示す正面図である。また、図１中Ｐは車室
、Ｗは長手方向を示している。
【００１２】
　アシストグリップ１０は、乗員を容易に自動車の車室Ｐから出入りさせるために、自動
車の車室Ｐ内に設けられている。アシストグリップ１０を掴むことにより、車室１０に出
入りする間または座席に腰掛ける間自身を支援することが可能である。アシストグリップ
１０は、図１中矢印Ｑに示すように、収容位置からオープンな位置に、同様にオープンな
位置から収容位置に回動することが可能である。収容位置においてアシストグリップ１０
は乗員の側の位置から脱着可能である
　アシストグリップ１０は、乗員が掴み易い棒状のハンドル本体１１を有している。ハン
ドル本体１１は、その長手方向Ｗの両端に一対の取付部２０を備えている。一方の取付部
２０には、凹部２１が形成され（図５，６参照）、凹部２１の内壁（周壁）には長手方向
Ｗにおいて対向する位置に一対の溝部３０，４０が設けられている（図７，８参照）。こ
れら一対の溝部３０，４０は後述するように異なる構造であり、他方の取付部２０におい
ても長手方向Ｗにおける同じ側に同じ構造の一対の溝部３０，４０が配置されている。凹
部２１にはヒンジ５０が着脱可能に設けられている。
【００１３】
　図７に示すように、溝部３０は、挿入方向に延びる第１溝３１と、この第１溝３１の終
端から直角に曲がる第２溝３２と、この第２溝３２の終端に設けられた軸受凹部３３とを
備えている。第１溝３１，第２溝３２は比較的浅く形成され、丸ボス部５２ａを案内する
。軸受凹部３３は第１溝３１，第２溝３２に比べて深く形成されている。軸受凹部３３は
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後述する丸ボス部５２ａを軸支する。
【００１４】
　図８に示すように、溝部４０は、挿入方向に延びる第１溝４１と、この第１溝４１の終
端から直角に曲がる第２溝４２とを備えている。第１溝４１，第２溝４２は第１溝３１，
第２溝３２に比べて深く形成され、丸ボス部５３ａを案内する。第２溝３２は後述する丸
ボス部５３ａを軸支する。
【００１５】
　ヒンジ５０は、回動により凹部２１から突没するヒンジ本体５１と、このヒンジ本体５
１の長手方向Ｗにおける両端に設けられた板状の立設部５２，５３と、この立設部５２，
５３から長手方向Ｗに突設された丸ボス部（回動軸）５２ａ，５３ａと、車室Ｐに取り付
けられる係合部５４とを備えている。また、立設部５２，５３の相互間には、丸ボス部５
２ａ，５３ａと同軸的に円筒状のダンパ６０が配置されている。ダンパ６０は立設部５２
，５３に固定される内筒部６１と、この内筒部６１の外周に配置され粘性的に回動する外
筒部６２とを備えている。ダンパ６０は、アシストグリップ１０の回動方向Ｑにおける反
発速度と反発力をコントロールするために望ましい制動効果を有している。
【００１６】
　なお、他方の凹部２１にはコイルバネ７０が配置されている。コイルバネ７０は、アシ
ストグリップ１０を収納位置に戻す方向に付勢している。
【００１７】
　ヒンジ５０には、カバー部８０が着脱自在に設けられている。カバー部８０は、ヒンジ
本体５１に取り付けられるカバー本体８１を備えている。カバー本体８１の長手方向Ｗに
は、壁体８２，８３が設けられ、一方の壁体８２からは丸ボス部５３ａ側に延びるストッ
パ部材８４が設けられている。ストッパ部材８４の先端は丸ボス部５２ａ，５３ａの外周
に沿った半円環状（略Ｕ字形状）の係合部８４ａが設けられている。係合部８４ａは丸ボ
ス部５３ａの外周に係合することで固定され、立設部５３と凹部２１の内壁面との間に挟
まれ、ヒンジ本体５１の長手方向Ｗへの移動を規制する。したがって、丸ボス部５２ａ，
５３ａが溝部３０，４０から抜け出すことを防止できる。
【００１８】
　このように構成されたアシストグリップ１０は、次のようにして組み立てられる。なお
、図９は、アシストグリップ１０の組立方法を概略的に示す斜視図である。最初に、立設
部５２，５３の間にダンパ６０を配置する。そして、ヒンジ５０の丸ボス部５２ａ，５３
ａをそれぞれ溝部３０の第１溝３１、溝部４０の第１溝４１に挿入する。溝部４０は十分
な深さを有しているため、立設部５２，５３を撓ませることなく、容易に挿入できる。
【００１９】
　次に、ヒンジ５０の丸ボス部５２ａ，５３ａを第２溝３２、第２溝４２に沿って移動し
、それぞれの終端部まで移動させる。そして、ヒンジ５０の丸ボス部５２ａを軸受凹部３
３に落とし込むように長手方向Ｗに移動させる。これにより、ヒンジ５０の丸ボス部５３
ａの外周部が露出する。
【００２０】
　また、ダンパ６０の外筒部６２の外周に設けられたリブ６２ａを凹部２１の内壁面に係
合する。
【００２１】
　次に、ストッパ部材８４の係合部８４ａを丸ボス部５３ａの外周部に係合させ、そのま
まカバー本体８１を取り付けて金属クリップ等を用いて固定する。
【００２２】
　同様にして、他方の凹部２１にもヒンジ５０を取り付ける。なお、コイルバネ７０は、
一端を立設部５２，５３のいずれか、他端を凹部２１の内壁面に取り付ける。
【００２３】
　このように本実施の形態に係るアシストグリップ１０においては、立設部５２，５３を
撓ませることなく、容易に挿入作業を行うことができ、しかも、ストッパ部材８４により
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確実に固定ができるため、組立作業が容易である。また、立設部５２，５３の剛性を低下
さえることもなく、耐久性も維持できる。
【００２４】
　また、軸受凹部３３が設けられた溝部３０の溝部深さが浅く、溝部４０の溝部深さが深
くなっており、回転軸挿入状態で丸ボス部５３ａが溝部４０内にあるため、両側の溝部３
０，４０で軸支することで、高い保持強度が得られる。
【００２５】
　ストッパ部材８４は、ヒンジに対するカバー部８０と一体に形成されているため、部品
点数を少なくすることができ、作業工程及び製品コストを低減できる。
【００２６】
　立設部５２，５３から突出させた丸ボス部５２ａ，５３ａを回動軸としたため、部品点
数を少なくすることができ、製品コストを低減できる。
【００２７】
　さらに、溝部深さが深い溝部４０を長手方向Ｗにおける一対の凹部２１の同じ側に設け
ることで、ヒンジ５０やカバー部材８０を同一形状とすることができ、製品コストを低減
できる。
【００２８】
　なお、丸ボス部５２ａ，５３ａを立設部５２，５３と同一材料で一体に形成するのでは
なく、金属軸のように立設部５２，５３を貫通する部品を回動軸として用いてもよい。ま
た、コイルバネ７０の代わりに板バネのように異なる種類の弾性体を用いてアシストグリ
ップ１０を付勢するようにしてもよい。
【００２９】
　なお、本発明は前記実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない
範囲で種々変形実施可能であるのは勿論である。
【符号の説明】
【００３０】
　１０…アシストグリップ、２０…取付部、２１…凹部、３０，４０…溝部、３３…軸受
凹部、５０…ヒンジ、５２，５３…立設部、５２ａ，５３ａ…丸ボス部（回動軸）、６０
…ダンパ、７０…コイルバネ、８０…カバー部、８４…ストッパ部材、Ｐ…車室。
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